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起因事象発生後の人的過誤事象(HFE)について，操作間の時系列的な関係性等を考慮した HFE 間の体系

的な従属性解析を実施した。 

キーワード：PRA，人間信頼性解析，従属性解析，人的過誤事象 

1. 緒言 

起因事象発生後の事故シーケンスにおいて，複数の緩和操作に期待する場合，それらの失敗確率に対し

ては操作間の従属的な影響を考慮した条件付確率を評価することが重要とされており，従属性の影響は定

量化結果に対して大きいことが知られている。本稿では，柏崎刈羽 6, 7 号機の PRA モデル高度化の一環で

得られた知見として，図 1 に示す HFE 間の従属性レベルを体系的に評価するためのデシジョンツリー[1]

を用いた起因事象発生後の従属性解析について，条件付確率への影響が大きい因子を分析した結果を示す。 

2. 従属性解析の方法と特徴 

図 1 は，従属性の要素として九つの行動形成因子(PSF)とそれらの関係性を樹形図で示している。解析で

は HFE 間の各要素の関係性を踏まえて分岐の成否を選択し，終端の従属性レベルに応じた条件付確率[2]

を評価する。従属性解析の結果，次の三つの PSF が条件付確率に大きな影響を与えることを確認した。 

 Common Cognitive（操作の合図(Cue)の共通性） 

 Same Time（操作タイミングの重畳） 

 Same Location（操作場所の同一性） 

3. 影響の大きい PSF に対する詳細分析 

Common Cognitive 及び Same Time については，各操作の

Cue 及び操作時間を時系列で整理した「タイムライン」を事

故シーケンスごとに作成することで，Cue 及び操作タイミン

グを明確に整理し，ヘディングの成否を判定した。また，Same 

Location については，中央制御室での操作であれば制御盤単位で，現場操作であれば建屋単位で操作場所

を詳細に設定した。これらの実態に即した整理を行い，従属性を考慮した条件付確率を評価した。 

4.まとめ 

米国のプラクティスを基に，事故シーケンスに応じた HFE 間の従属性解析を実施することで，条件付確

率を体系的に評価した。また，従属性への影響が大きい PSF については詳細な分析を実施し，実態に即し

た従属性レベルを設定した。 
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図 1. 従属性解析のデシジョンツリー
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